
か ど う ぜ き か い ら ん ば ん 平成２３年１１月１日号 （No.７６）

国土交通省北陸地方整備局

信濃川河川事務所大河津出張所

TEL 0256-97-2121

E-mail shinano@hrr.mlit.go.jp

今回は、新可動堰の通水式と、通水後の工事についてお知らせします。今回は、新可動堰の通水式と、通水後の工事についてお知らせします。

新可動堰通水式を開催します
平成１５年に始まった大河津可動堰改築事業では、本体部分の工事がまもなく完了します。１１月にはいよいよ河

道の切替、新可動堰への通水という大きな節目を迎えます。昭和６年、今から８０年前に完成した現可動堰から新可
動堰へ、越後平野を水害から守る役割のバトンタッチが行われると共に、大河津分水の新たな時代が始まります。

大河津分水は、長きにわたり水害を防ぎ続け、越後平野を実り豊かな大地へと変貌させるだけでなく、県都政令市
新潟をはじめとする沿岸地域の発展の基礎を固めて来ました。そしてこれからも越後平野を守り続けます。大河津分
水の大切さを、この機会にあらためてお伝えすると共に、大河津分水を核とした防災活動、地域の安全・安心につい
て、地域が一体となって考えていただくことを目的に、新可動堰の通水式を開催します。

当日は、新可動堰の管理橋を一般開放する他、大河津分水の概要等に関するパネル展示も行います。皆様どうぞお
越し下さい。

・日時：平成２３年１１月２３日（水・祝）１０：００～１５：００

（うち通水式は１０：００～１１時頃）

・会場：大河津分水路 新可動堰下流左岸高水敷（燕市五千石地先）

・定員：定員制限はありません

・見学料：無料

・主 催：国土交通省北陸地方整備局、大河津分水改修促進期成同盟会

（新潟市、長岡市、三条市、燕市、加茂市、田上町、弥彦村）

・駐車場及び入口：（右図のとおり）

・問い合わせ先：国土交通省 信濃川河川事務所 ℡0258-32-3020 Fax0258-33-8168

大河津分水完工８０周年事業ホームページ http://www.hrr.mlit.go.jp/shinano/ohkouzu80/index.html

・その他：事前申し込みの必要はありませんので、直接、実施場所へお越し下さい。

（駐車場はありますが、事故等に対しては一切責任を負いません）
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現在は現可動堰を通り、右岸側に偏って流れている大河津分水の水で
すが、通水以降は新可動堰を通り、河道の中央部を流れるようになり
ます。通水後、現可動堰の周囲に囲いを造り、現可動堰の解体や、高
水敷（ふだん水が流れない部分）の造成を始めます。

現可動堰
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工事や河川に関することはなんでも大河津出張所へ Tel 0256-97-2121（建設監督官在所）

大河津出張所 ：大河津分水全般に関する工事監督・維持管理等

建設監督官（可動堰改築担当）：大河津可動堰改築事業に関する工事監督等

『可動堰なんでも電話』を開設し、みなさんからのご意見・ご質問などをお待ちしております。

０２５８－３２－３１３４ （平日 ＡＭ９：００～ＰＭ４：００）

信濃川河川事務所

http://www.hrr.mlit.go.jp/shinano/

信濃川大河津資料館

http://www.hrr.mlit.go.jp/

shinano/ohkouzu/index.html

大河津可動堰情報館

http://www.hrr.mlit.go.jp/

shinano/kadouzeki/

大河津可動堰情報館ホームページから、毎月１日には可動堰回覧板の最新号をご覧頂けます。また、
バックナンバーも合わせてご覧頂けます。アドレスは「http://www.hrr.mlit.go.jp/shinano/kadouzeki/」です。

右岸側の管理橋下部工事に着手します

大河津可動堰改築右岸管理橋下部その１工事を施工することになりました株式会社吉
田建設です。新しい可動堰は通水を間近にして、着々と準備が進んでいます。私どもは、
通水後に施工が始まる右岸側の環境整備として仮設道路の舗装や運搬路の盛土、足場盛
土の建設を行った後、２基の橋脚を築造するものです。大河津分水路が新しくなるこの
時に、お手伝いできることを喜んでいます。

９月に新たに「大河津可動堰改築右岸管理橋
下部その１工事とその２工事」が契約となりま
した。本工事では、１１月の河道の切替後に、
新可動堰の右岸側の管理橋の橋脚を分担して建
設します。また、堤防本体を守るため、左岸山
地の一部を削って土砂を運び、右岸側に高水敷
（ふだん水が流れない部分）を建設します。下
流の高水敷には運搬用の道路も建設します。

下流側の山地から土砂を運ぶ際は、本工事で
建設する運搬用道路や、渡部橋、大河津橋等を
多数のダンプトラックが通行する予定です。地
域の皆様にはご不便をかける場合があると存じ
ますが、ご理解賜りますようお願いします。な
お、具体的な通行量や通行時間につきましては、
計画が決まり次第、改めてご紹介します。
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この度、新可動堰の完成及び通水に伴い、大河津可動堰改築右岸管理橋下部その２工
事を施工する株式会社中越興業です。工事をするため今現在水が流れている箇所を盛土
した後、場所打ち杭を施工し、順次橋脚部分の工事に取りかかります。また、渡部橋下
流左岸側の山を掘削、運搬し高水敷の造成をする作業もあります。工事中はダンプト
ラックによる土砂運搬がかなりございますので、交通事故等には十分注意を払い、現場
を運営していきます。地域の皆様方におかれましても、ご不便をおかけすることもある
かと思いますが、何卒ご協力の程お願いいたします。
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